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ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル壮

其
挨
拶
会
長
　
藤
崎

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
日
頃

よ
り
ご
支
援
、
い
」協
力
を
い
た

だ
き
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
当
協
会
は
今
年
、
お
陰
様

で
設
立

４２
年

目
と
な
り
、
５０

周
年
と
い
う
大
き
な
目
標
に

向
け
て
希
望
を
も
っ
て
活
動
を

続
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
２
月
に
は

ス
ト
ナ
で

オ
ペ
・こ

と
題
し
た
楽
し
い
企
画

を
、
ま
た
６
月
に
は
ホ
テ
ル
法

華
を
フ
ブ
仙
台
に
於
い
て
茶
菓

子
付
き
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
大
変
好
評
で
、

お
運
び
頂
い
た
皆
さ
ま
に
は
、

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
年

の
本

公
演
は

モ
ー
ツ
プ
ル
ト
作
曲
の
「フ
ィ
ガ

ロ
の
結
婚
」
を
上
演

致
し
ま

す
。
設
立

以
来
、
何

度
も
挑

戦
し
て
き
た
皆
さ
ま
よ
く
ご
存

知
の
演
目
で
す
が
、
オ
び
フ
で

す
の
で
当
然
、
ク
毎
回
全
く
違

う
作
品
に
仕
上
が
る
ク
と
い
つ

楽
し
み
が
ご
ざ
い
ま
す
。
第
４２

回
日
と
な
る
今
回
は
、
指
揮
に

宮
城
学
院
大
学
特
任
准
教
授

の
船
橋
洋
介
氏
、
演
出
に
東

北
演
劇
界
の
リ
ー
ダ
ー
、
渡
部

ギ
ュ
ウ
氏
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。

ま
た
加
え
て
、
原
語
上
演
に
備

えヽ
、
森
島
英
子
先
生
に
コ
レ
ペ

テ
ィ
稽
古
を
お
願
い
し
て
い
る

と
伺
い
ま
し
た
。
森
島
先
生
は

第
一人
者
と
し
て
国
内
外
で
ご

活
躍
中
で
す
が
、
当
協
会
に

と
っ
て
、
先
生
の
度
重
な
る
ご

指
導
は
無
形
の
財
産
と
な
る

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
英
断
な

さ
っ
た
船
橋
氏
と
佐
藤
淳
喜
ム

術
監
督
に
心
よ
り
敬
意
を
表

仙

台

オ

ペ

ラ
協
会

で
は

１
９
８
５
年
以
来
の
ヘ
ン
グ
レ

公
演
と
な
り
ま
し
た
。
△
７
回
は
、

２
年
ほ
ど
前
か
ら
宮
城
学
院

女
子
大
学
音
楽
科
に
赴
任
さ

れ
た
船
橋
洋
介
氏
に
指
揮
を
、

演
出
に
は
以
前

「愛
の
妙
薬
」

で
楽
し
い
演
出
を
し
て
く
だ

さ

っ
た
渡
部
三
妙
子
氏
に
そ

の
役
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
キ
ャ
ス
ト
は
本
協
会
の
若

手
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な

っ

て
の
公
演
で
し
た
。
船
橋
氏
は

声
楽
家
の
高
橋
啓
三
門
下
生

の
会
に
も
所
属
さ
れ
て
い
て
、

声
の
こ
と
・歌
の
こ
と
に
的
確

な
指
示
を
出
し
て
く
だ
さ
り

大
変
素
晴
ら
し
い
レ
ッ
ス
ン

が
重
ね
ら
れ
て
本
番
を
迎
え

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
演
出

の
渡
部
氏
に
は
、
体
調
の
思
わ

し
く
な
い
中
で
の
稽
古
で
し

た
が
、
本
番
で
は
と
て
も
幻
想

的
な
舞
台
が
出
来
上
が
り
ま

し
た
。
お
客
様
方
も
出
演
者
も

一
気
に
童
話
の
世
界
に
引
き

込

ま
れ

る

ス
テ
キ
な
演

出

だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。
〈
フ
回
も

様
々
な
ス
タ
ッ
フ
の
お
力
を

得
て
、
４０
周
年
の
節
目
か
ら
無

事
に
先
に
進
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
財
政
面
で
は
常
に

苦
し
い
状
態
が
続

い
て
い
ま

す
が
、
会
員
の
皆
様
方
に
は
こ

れ
か
ら
の
公
演
に
も
引
き
続

き
応
援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

会長藤崎 二郎助
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し
ま
す
。

地
方
都
市
で
あ
り
な
が
ら
本

格
的
な
公
演
を
続
け
る
と
い
つ

事
は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
９
月
の
公
演
で
は
関

係
各
位
の
努
力
を
想
像
し
な

が
ら
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
音
楽
を

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆

さ
ま
も
是
非
、
デ
」
鑑
賞
下
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

日
Ш
日
で
春
の
イ
ン
ア
ル
メ
ッ
ツ
ォ
２
０
１
８

ガ
ラ
当
ン
サ
ー
ト
＆
オ
ペ
ラ
名
場
面
集

2/4(D

¨
は

一四

脚
亀
”
詠
十 一が
は
叡
林
コ
ル
仙
台

出演者のコメント

半世紀前にタイムスリップ P
工藤 留理子

私ことで恐縮だが、震災の年の東京 |

公演「鳴砂J以来、亡き兄が残した子ど

もたちを育てるため、初めて大好きなオ

ペラから離れる5年を過ごした。やっと

復帰できるときを迎え、オペラの神様か

ら出された課題は、「ヘンゼルとグレーテ

ル」であった。オペラ人生三度目の演目

だが、今回は本公演。いかに遠い客席まで、オーケストラを

越えて歌声を、言葉を届けることができるか?悩んで練習を

重ねた日々 。本番まで根気強くご指導いただいた船橋先生、

向山先生に心から感謝。そして、まるで絵本の世界に飛び込

んだかのような三妙子さんの美しい舞台のおかげで、少女

グレーテルになりきり、楽しく演じることができた。支えてい

ただいたたくさんの方 本々当にありがとうございました。

オペラ「ヘンゼルとグレーテル」
大河原 真歩

幕が_Lが ってからはあつ

と言う間で、幕が降りた直

後はやり通せた喜びと安堵

で少し泣きました。初の主

役に不安でしようがなかっ

た私。歌も演技も′思うように

進めなくて、いつも悩んでい

ましたが、先生方は我慢強く、最後まで温かく

指導して頂きました。先生方、共演する先輩、

家族に支えられ、稽古期間を走りきることが

できました。子育て中の自分にとって、歌に真

剣に向き合える稽古はかけがえのない時間で

した。稽古がなくなって寂しくなるくらいです。

ヘンゼル役をさせていただき感謝しています。
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～仙台オペラ協会 5回目のフイガロ～

莉 轟畿
=これほどまでに想像力を掻き立て

られるオペラはないだろう。面白おか

しいだけの娯楽的世界ではないブッ

ファ形式の頂点を極めた、モーツァル

トにとつて人生終盤の作品は魅力満

載だ。その音楽宇宙の中にあって、登

場する一人一人の中にあるエネル

ギーを見事なまでに音と言葉に表した。さらにそれらが合

わさったときに生まれる人間の深奥のうごめきとともに、

音楽劇作家たるモーツァルトはその人物にのみ相応しい

ように固有の性格を持つ人物たちを創造した。単純明快

に響く音楽、ゆえに難しい。声、歌、そして音楽。その先に

はモーツァルトも考え付かなかったような新しい世界が

広がつていくような予感が。本番、その時まで、今回の愛

すべきチームによる果敢なチャレンジは続く。

武蔵野音楽大学卒業、同大学大学院修

了。藤原歌濠」団団員。武蔵野音楽大学

オペラ公演「フイガ回の結婚Jのアントニ

オでオペラデビュー。藤原歌劇団公演

には09年「ラ ジョコンダJのツア三ネで

ソロデビュー。その後は13年「仮面舞

踏会Jのシルヴァーノ、14年「蝶々夫人」

ヤマドリ、15年「袈裟と盛遠」平清盛、

16年「天守物語J山隅九平、などで出演している。その他、

群馬オペラ協会公演「フイガ国の結婚」のフィガ回、「魔笛J

のパパゲーノ、など多数のオペラに出演。ベートーヴェン

「第九」でのバリトンソロをはじめ、コンサートのソリストとし

ても活動している。

伯爵役は貴族で敵役でありながらも、どこか1曽め

ない人間臭さを持っています。コミカルな面も出し

て楽しく演じられればと思っております。また演奏

部会員の齋藤翠は私の妻で、初めての夫婦でのオペ

ラ共演となります。どうぞよろしくお願い致します。

仙

台

オ

ペ

ラ
協

会

が
、
ク
仙
台
オ
ペ
ラ
研
究

〈
ア

と

い
う
名

で
発
足

し
、
初
め
て
挑
戦
し
た

オ
ペ
ラ
作
品
が

「
フ
ィ

ガ
ロ
の
結
婚
」
で
し
た
。

そ
の
後
、
第
３
回
、
第

２２
回
、
第
２９
回
本
公
演

の
演
目
と
し
て
取
り
上

げ
ら
れ
、
今
回
は
５
回

目

の
上

演

と

な

り

ま

十
フ
。
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト

の

オ
ペ
ラ
の
中
で
も
最
高

傑
作
と
言
わ
れ
、
人
気

の

高

い

ア」
の

作

品
。

キ
ャ
ス
ト
も
多
く
、
ど

の
役
も
個
性
的
で
魅
力

的
で
す
。

今
回
、
こ
の
作
品
を

演
出
し
て
く
だ
さ
る
の

は
、
第
３７
回
本
公
演
「
ド

ン

ム
ン

ョ
ヴ
ァ

ン

ニ
」

以
来

の
再

登

場
―

渡

部
ギ

ュ
ウ
さ
ん
で
す
。

俳
優

・
演
出
者
と
し
て
、

演
劇
界
で
幅
広
く
活
躍

す

る
ギ

ュ
ウ
さ
ん
。
一

人

一
人
の
役
柄
を
際
立

た
せ
、
「
フ
ィ
ガ
ロ
」
を

味

の
あ
る
人
間
ド
ラ
マ

と
し
て
見
せ
て
く
だ
さ

る

こ
と

で
し
ょ
う
。
指

揮
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
船
橋
洋
介
さ
ん
。
作

品
を
知
り
尽
く
し
た
緻

密

な
音
楽
づ
く
り

で
、

キ

ャ
ス
ト
を

リ
ー
ド
し

て

い
ま

す
。
開
演

ま

で

ｌ

ヶ
月
、
期
待

が
高
ま

り
ま
す
。
　

（鈴
木

誠
）

俳優 演出者 (SENDA座☆プロジェクト)。 演劇活動の他に一人語りやナレーター
としても活動中。また若手俳優の育成、演劇クラブ、朗読クラブなどの市民講座に

も力を注いでいる。2016年 仙台フイルハーモニー管弦楽団「幻想×レリオJに出
演。東アジア小劇場ネットワーク演濠」祭で「A ce賞2001Jを受賞。日本演出者協

会会員。AZ9ジュニア アクターズ養成講師。山形県庄内町出身。

オペラに関しては全 くの素人だが、フイガロは演劇だと思い込んで演出

中。演劇づ くりとは自己解放～コミュニケーション～共同作業のプロセス

を経て、観客の代理人としてその身体を舞台に捧げるという儀式。そして言葉との格闘。そこに

オペラは生演奏と歌が絡み合う最高の祝祭。演出家だけが頑張る舞台づくりではなく、皆さん

との共司作業で最高の舞台を目指したい。さて、フイガロは喜劇だというが、喜劇とはお馬鹿さ

んが沢山登場する世話物芝居。そうするとフィガロのお馬鹿さんは男たちだ。女性たちはまっ

すぐで愛おしく描かれている.それでも私はお馬鹿な男性陣を応援したい。私自身が男だから

だ。何とも不完全な男たち。優柔不断、口先やろう、恋狂い、出世の亡者、媚びへつらい、自尊心

の塊。そんなどうしようもない男たちのキャラクターが際立つことがこのオペラ完成への近道

だ。それにしてもフィガロには市民革命の匂いがある。混舌Lと無秩序の時代への入り口だ。

織1難舞:1織舞
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山形県鶴岡市出身。山形大学大学院修

了。声楽を伴和香子、藤野祐―各氏に

師事。田島好一、A Co× 、佐藤美枝子

各氏より指導を受ける。「ディドとアエネ

アスJアエネアス「魔笛」ババゲーノ役

「こうもりJフ ァルケなどオペラ出演。

M Haydnレクイエム、G F Handeメ

サイアほかバスソロ出演。山形市立商

業高等学校講師。アポロ音楽院声楽講師。女声合唱団さ

さゆり指揮。山形オペラ協会会員及び事務局員。山響アマ

デウスコアコンサートマスター。オペレッタエ房フエアリイ

テイルメンバー。M∪ S CA∨ERDEメ ンバー。∨O CE

ST∪ DO開講。

今年度、フイガロ役で出演させていただく事とな

り光栄の至りに存じます。スザンナ、伯爵をはじめと

する様々な人間との関係 模様 ハーモニーを、船橋

先生、渡部先生、キャストやスタッラや協会の皆様な

ど関わる全ての皆様と創りあげたいと思っています。

昭和音楽大学卒業、同大学院修

了。「ジヤンニ スキッキJタ イト

ルロールはじめ、「カルメンJ
「ラ ボエーム」等オペラに出演。

藤原歌劇団公演には「椿姫J召

使、ドビニー役、「ラ ジョコン

ダ」水先案内人役にて出演する

ほか、「オリイ伯爵J教育係役の

カヴァーを務めている。また熊本築城400年記念
オペラ「南風吹けば楠若葉」加藤清正役、ミュージ

カル「緑の天使Jババ役を演じるなど、幅広い活動

を行つている。「第九」「メサイアJ「 レクイエムJ等の

ソリストも務める。藤原歌劇団準団員。

悪役とはいいきれず、どこか1曽みきれない

愛すべき伯爵。それを表現することは難しくも

ありますが、また楽しみでもあります。仙台の

皆さまと共にここでしかできない役柄、舞台

を作れたらと思っております。

鈴木 集

渡部 ギユウ 船橋 洋介

水野 洋助 江原 実
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====新 ・演奏部会員

相羽 紗希 (ツプラノ)

仙台オペラ協鈴 唱団婦 動 お 任 せ く だ さ い !

名古屋芸術大学大学院声楽専攻修

了。在学中、卒業演奏会、「フイガ

国の結婚」(伯 爵夫人)等 に出演。

2013年よリミラノヘ留学。フオー

レ「レクイエム」、ハイ ドン「天地

創造J、 プーランク「グローリア」、

ベートーヴェン「第九」でソリスト

を務める等多くの演奏会に出演。

鬼澤 梨沙

癬

中学 2年から佐藤明子氏、高校 2

年から高木浩子氏に師事。宮城県

第三女子高等学校 (現宮城県仙台三

桜高等学校 )、 東北薬科大学卒業。

在学中か ら仙台放送合唱団に入

団。仙台オペラ協会第 13期研究生

を終了。2017年仙台オペラ協会

準会員となり活躍中。薬剤師。

隔
週
金
曜
日
の
夜
、
私
た

ち
仙
台
オ
ペ
ラ
シ
ン
ガ
ー

ズ

（仮
）
は
、
歌

っ
て
い
る
。

磨

い
て

い
る
。
吠

え

て

い

る
。
時
に
は
１６
歳
の
純
潔
な

乙
女
や
軽
や
か
な
少
年
と

な
り
、
ま
た
あ
る
時
は
き
な

臭

い
ン
プ

ンヽ
ー

フ

ル
メ
ン

シ
ー
上

の
友
と
な
る
。
合

唱
は
オ
ペ
ラ
を
盛
り
上
げ

る
大
切
な
存
在
。
さ
あ
笑

い

ま
す
と
も
、
泣
き
ま
す
と

も
。
デ
」
要
望
あ
れ
ば
何
で
も

お
応
え
し
ま
す
。
私
た
ち
職

人

で
す

か
ら
。
本

公
演

は

何
？

「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
か

。‥
。
出
番
少
な

い
わ
ね
。
で

も
…
」
任
せ
て
―（遠
藤

典
子
）

一―一-16期 生報告
―

第16期研究生は、ソプラノ吉

田香奈さんとテノール今泉翔仁

さんです。グルック作曲「オル

フェオとエウリデイーチエJか

ら二重唱と三重唱を日本語で練

習中です。三重唱のアモーレ役

を新準会員の相羽紗希さんに助

演でお願いしました。モーツァ

ル ト以前の作品への初挑戦で頑

張っています。

(文責 :姉歯 けい子)

16期生プロフイール

吉田 香奈

常盤木学園高等学校音楽科卒業。アト

ランテイックユニオン大学 (アメリカ)音

楽学部声楽演奏科卒業。ロンジー音楽

院 (アメリが 修士課程 1年次終了。これ

まで、瀬戸美子、Fa th Esham,Karyl

Ryczekらに師事。

今泉 翔仁

福島大学 人間発達文化学類スポーツ

芸術創造専攻 (音楽)を卒業。声楽を佐

藤淳一、竹澤嘉明、今尾滋の各氏に師

事。これまでに「魔笛」、「コジ フアン

トゥッテJ、「後宮からの逃走Jな どの

モーツアル トのオペラを中心に演奏研

究してきた。

◇→くЖ藩←0◇キーー研究生活動報告 一召やく承Ж←←←0

14期生報告

14期 生 は、Sopの 佐藤希 さん と

Tenの 中田淳一さんの 2名 であっ

たが、2年 目の前期に中田さんが

体調をくず し、研究生を休会する

ことになった。そこで急邊会員の

松本康子 さんに助演 をお願い し、

前期は「コシ・フアン・トゥッテJの

2つ の女声 2重唱を、後期は、同じ

く松本さんの助演で「アンナ・ボレーナ」の 2重唱を研究した。後期は、さまざ

まな事情で11～ 1月 の練習がほとんど出来ず、2月 から練習を始めたような

状態だったが、研究生修了の 4月 1日 の合同発表会では、音楽的にも演劇的に

もきわめて完成度の高い、迫真の演奏・演技を見せてくれた。(文責 :應和 恵子 )

15期 生報告

第15期生の一年間の締めくくりは、4月 2日 の発表会。前期で取 り上げた「フイ

ガロの結婚」より、第二幕の三重唱と、第三幕の手紙の二重唱を、後期はイタリ

ア語で演技を付けた。スザンナを菅原史帆さん、伯爵夫人を萩野結さん、伯爵を

助演の野崎貴男さん。前期は日本語だったが、アンサ

ンブルに、かなり苦労 した。正確な音程でのハーモ

ニーと、リズム、内容表現で、しつかりとした音楽に

するのに、時間がかかつた。後期の練習では、動きが

付 く事により、顔の表情も明るくなり、各々の役柄の

表現力やアンサンブルに、良い影響があったように

思う。一年間での成長がみられた。(文責 :佐藤 順子)
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～ 喩り 平成 29年度総会開催 Qゎ略

仙台オペラ協会平成28年度損益計算書去る6月 10日 (土 )ホテル法華クラブf山台に

おいて社員総会が開催され、全議案異議なく

承認されました。昨年度決算は、関係者のご

支援と演奏部会のみなさんの努力により、

164,775円 の赤字に抑えることができました。

総会後、「午後のオペラコンサート」が開催

され、多くの賛助会員の方々に楽しい時間を

過ごしていただきました。

平成28年度事業報告 (主なもの)

6月 11日  役員会 総会
7月 18日  グリーンプラザ「ふれあいコンサート」出演
8月 1日 会報第42号発行
9月 34日 第41回公演「ヘンゼルとグレーテル」
9月 28日  文化庁震災復興のための芸術家
～ 11月 9日 派遣事業に出演 (山元日Iふ じ幼稚園、

仙台市南光台幼稚園、自石市立南中学校)

10月 16日  「滝廉太郎コンクールJグス ト出演
11月 12日 仙台フィル公演「蝶々夫人」出演
11月 20日 石巻交響楽団創団40周年公演出演
2月 ]]12日  2017春のインテルメッツォ公演

平成29年度事業計画 (主なもの)

6月 10日 理事会 定時社員総会
7月 17日  グリーンプラザ「ふれあいコンサート」出演
8月 1日 会報第43号発行
9月 23日 第42回 公演「フィガロの結婚」
10月 8日 第 1516期 研究生前期合同発表会
11月 末 理事会

2月 4日 春のインテルメッツォ公演
3月 第 1516期 研究生後期合同発表会
3月末 理事会

各種の出演依頼には積極的に応じて行く

会員力日入の促進に努める

財政基盤の強化に努める

役員紹介

会 長 藤崎
副会長 ―力

″ 亀 井

理 事 相 沢

〃 姉歯
〃 大 泉

〃 應 和
〃 佐 藤

〃 鈴 木

〃 高 野

″ 八 木

監 事 熊谷

″ 三 島

顧 問 亀 井

〃 青木
事務局長 庄 子
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費
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費
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費

課
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台
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〈決算額〉

5,164,000
1,442,525
1,460,000
2,570,045
975,030
5,169,639
494,985
190,390
972,024
435,800
7,393
305,193
183,545
1,180,646
85,800
950,808
235,964
232,455
120,000
76,028
243,412
240,000
3,030,125
235,412
60,310
305,085
170,000
0
0

考〉〈備

指揮、オーケストラ演奏料等

稽古ピアノ費、楽譜代等

演出、舞台監督費等

公演会場費

稽古場借料等

大道具、照明、音響費等

チラシデザイン料等

プリンターインク代等

プログラム、チラシ等印刷代

写真、ヴィデオ代等

労災保険料等

郵便料等

事務局電気、ガス、水道代

交通費、ホテル代等

法人市民税、印紙代等

新聞広告、ポスター掲示費等

総会費、理事会経費等

スタッフ弁当代経費等

大道具運搬費

紙代、テープ代等

事務局家賃

事務協力員経費

事務局員人件費等

コピー機リース料

銀行等振込手数料等

ドリンクコーナー経費等

衣装等

支 出 合 計 26,536,614 *164.フ75円の赤字です。

三郎助 藤崎代表取締役社長
雅 彦 河北新報社代表取ll役社長
淳― カメイ専務取締役
光 哉 宮城県議会議員
けい子 オベラ協会演奏部会員
勉 宮城教育大学名誉教授
悪子 オペラ協会演奏部会員
淳 ― オペラ協会演奏部会員
誠 オペラ協会演奏部会員
光 子 ホテルベルエア会長
洵 エイトリー 社長
員 人 税理士

卓息5 弁護士

日召伍 前オペラ協会会長
茂 之 前オペラ協会副会長
真 希

昨年の本公演は演出助手。ステージに出ないのは久しぶりでした。今年は、3回 目の「フイガロ」で初めてのバルトロ役。やはり出演する方

が性に合っているなあ。でも、この作品、何度やっても奥が深い。何度やっても楽しめます。やはり傑作ですね。

県文化振興財団・市市民文化事業団

芸術文化振興基金2,877千円

朝日新聞文化財団 20万円

花王芸術・科学財団40万円
カメイ社会教育振興財団 30万円
三菱∪F」信託芸術文化財団70万円

文化庁派遣事業出演他

協賛金、臨時会費等

総会時コンサート会費等

(科 目〉
会  費  計
(賛 助 会 員個 人)

(賛 助 会 員 法 人)

(社  員 会 費 )
研 究 生 会 費)

(合 唱 団 会 費)

言

演

ツオ＞
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金

金
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ゅ
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息
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１
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収
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取

半
禾
栄
可
言
又
ユ頌
”

収 入 合 計

795,O
480,○

550.0
18① ,拳

61参 .O

8,268,945
7,○幕tl,4繊5
1,倉 1参 ,5-・Φ

l,740,000
2.500,000
4,477,00

2,868,
2,993,

26,371

平成29年度収支予算書

〈科 目〉
前 期 繰 越 金

会  費  計
(賛 助会 員個 人)

(賛 助会 員法 人)

(社 員 会 費 )
(研 究 生 会 費)

(合 唱 団 会 費 )

入 場 料 計

(本  公  演 )
(イ ンテルメッツォ)

広  告  費
共  催  金
助  成  金

業 務 受託 料

受 取 利 息

雑収入・未収金

付

(予算額〉
400,000
3,120,000
1,●○参.●拳tl

5C10,tl移 ○

6癬Φ.織●轡

30● 00Cl

ソ虐命,●壽参

10,794,000
8.994,00●

1,8● O.O00
1,500,000
2,500,000
6,500,000

700,000
2,500,000
100

1.030,000

収 入 合 計 29,044,100
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〈予算額〉

6,030,000
1,060,000
1,693,000
2,980,000
795,000
6,530,000
437,500
85,000
1,082,000
470,000
7,000
280,000
185,000
1,117,000
85,000
1,200,000
240,000
235,000
120,000
11,000
245,000
240,000
2,970,000
230,000
60,000
250,000
0
0

406,600

支 出 合 計 29,044,100

☆会費納入の|お願い☆■ホ年度会費|が未納の方は●:お早めに納入くだ|さい|ますよ|うお願いいたしま|す:

(鈴木 誠)


